
〈外来を見分けるポイント〉

❶ 前胸背部の白斑（はくはん）
❷ 翅（はね）付け根の白斑
❸ 突起
❹ 翅（はね）付け根の白毛

外来　　　 在来
なし
なし
つるつる
なし

あり
あり

ぶつぶつ
あり

ツヤハダゴマダラカミキリは、見た目が在来種
のゴマダラカミキリにとても似ています。

　海外から持ち込まれ、日本の樹木に大きな被害を与えるカミキリムシです。外来生物法に基づく
特定外来生物に指定されている「クビアカツヤカミキリ」や「ツヤハダゴマダラカミキリ」は特に注意
が必要です。

退治(捕殺)したクビアカツヤカミキリ、ツヤハダゴマダラカミキリを市生活環境課窓口まで
持っていくと、数に応じて奨励金や限定グッズと交換できます。

クビアカツヤカミキリ、ツヤハダゴマダラカミキリの発見・退治(捕殺)
小学生以上の市民
市内
令和8年6月～9月末まで
退治(捕殺)した成虫10匹につき、500円分のプリペイドカードと交換
※10匹ずつ透明な袋に分けて持参してください。　
退治(捕殺)した成虫1匹以上の持参で、限定グッズを先着でプレゼント
※小・中学生が奨励金、グッズを受け取る際には、保護者の付き添いが必要です。
※活動自体がいばらきカミキリみっけ隊に参加することになりますので、特別な資
　格や手続きは必要ありません！　

市生活環境課　 TEL 34-0410問

その木の 違和感 要注意！その木の 違和感 要注意！その木の 違和感 要注意！その木の 違和感 要注意！

クビアカツヤカミキリ ツヤハダゴマダラカミキリ 

特定外来
生物

特定外来
生物

▶大 き さ　2.5 ～ 4cm
▶特　　徴　①体全体は光沢のある黒色　
　　　　　　②胸部（クビ）が赤く、外側に突起がある。
▶活動時期　6月～ 8月
▶被害樹種　サクラ、モモ、ウメなど

▶大 き さ　1.7 ～ 4cm
▶特　　徴　①体全体は光沢のある黒色　
　　　　　　②見た目が在来種のゴマダラカミキリと
 　似ている。
▶活動時期　6月～ 8月
▶被害樹種　トチノキ属、アキレニ、サクラなど

　「フラス」
　クビアカツヤカミキリは幼虫
のときに、「フラス」というフ
ンと木くずの混ざった排出物を
排出します。樹木の根元などに
あったら要注意です！

市内の被害状況
 （令和8年3月現在）

▶クビアカツヤカミキリは、武井地
区内で成虫を確認してから、市内
（武井、本町、田間、江川新田、新宿
新田）で生息を拡大しています。
▶ツヤハダゴマダラカミキリは、上
山川地区内や小塙地区内で成虫を確
認しています。

　日頃のちょっとした意識が、被害
拡大の防止につながります。外来カ
ミキリムシを発見したときは、次の
対応をお願いします。

　特定外来カミキリムシは生きたままの運搬や飼育が禁
止されています。見つけた場合は、その場で踏みつぶす
などして駆除してください。

▼ 駆除する（可能な範囲で）

　発見場所や状況を市役所へご連絡ください。「フラス」
を見つけたときもご連絡ください。

▼ 連絡する

外来カミキリムシを見かけた
時はこうするった！

活 動 内 容
参 加 対 象 者
活 動 エリア

奨 励 金

グ ッ ズ

活動期間（受付期間）

ツヤハダゴマダラカミキリ 
ツヤハダゴマダラカミキリ 
クビアカツヤカミキリ
クビアカツヤカミキリ

　街路樹や公園の木、家の庭木にも被害をもたらす
｢外来カミキリムシ」。近年、全国各地で被害が確認され、
本市でも被害が出ているので注意が必要です。外来カミ
キリムシに食べられた樹木は、次第に枯れていき、倒木
などの危険があります。大切な緑を守るために、特徴や
見分け方、見つけたときの対処法について紹介します。

　「見た目」

　　　　近隣市町では、筑西市
　　　　や古河市、八千代町、
つくば市など多くのところで
被害が確認されています。

� �広報結城 2026・6広報結城 2022・4広報結城 2026・6

いばらきカミキリみっけ隊に参加しよう！


